
―編集部室―
編集部員A（以下、A）：よ～し、今日はもう授業もないし、記事完成させるぞ～っ！
編集部員B（以下、B）：A、いつになく張り切ってるねぇ。
A：検証してたことが終わったからね。スッキリしてるよ！
　 ん？ なんだろ、この手紙？ らいふすてーじのマスコットキャラのうのちゃん
　で封されてたっぽいけど。センスあるな。
B：あぁ、それ？ なんか40kmウォーキング大会の参加券？ が入ってたよ。
A：へぇ～ウォーキング大会かぁ～。にしても、40kmも歩くのって大変じゃない？
　よ～し、ちょっと試してみるか！ こうしちゃいられない！ 40km歩いてみるぞ～！
B：え？ ちょっと！ 記事作るんじゃなかったの……ってもう行っちゃった。
　 ……さすがに今日行くわけじゃないよね？

記事執筆者：都月

「40kmウォーキング」の執筆者。ら
いふすてーじ35周年の2019年度6月
号に、「35km歩いてみた」という記事
が実は存在するが、本記事はそのパk
……じゃなかったオマージュして制作。
最初はノリノリで「40km歩くぞ～！」
と思っていたが、挑戦当日はかなりビ
ビっていたという事実をここに記して
おく。
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【編集部員紹介】都月：工学部３回生。庶民的な元編集長。困った編集部員をいつも助けてくれた。
 　　　　　　 　　　　新入生の勧誘に集中するあまり学部ガイダンスに行き忘れたことがある。 （反省して今年は行きました。）

一人暮らしを始めたときに買った包丁が未だに棚の奥で眠ってます。 （農・2　ぱいのこみーと）
　⇒昔買った泡だて器を発掘して使い始めたばかり。 （ぜひ眠れる獅子を起こしてあげてください；編）
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【編集部員紹介】せんちゃ：工学部３回生。みんなの笑顔のためなら身体を張る漢。
 　　　　　　 　　　　　　らいふすてーじ3年目ながら実は通常記事未執筆という、超期待の新人。    

（人から笑いをとることに喜びを感じるのでそのためには身体だって張ります。でも別に芸人になりたい訳ではない。）

就活したくな～い。助けてらいふえも～ん。 　　 　（理・4　ミミズク）
　⇒らいふすてーじ制作というガクチカ、アリだと思います。 （Adobe使えます!!；編）


